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地点 調査地区 調査面積 主な遺構 主な遺物 調査年度
l 農学部校舎 624m' 古代・近世溝 弥生土器、土師器 昭和55年
建物跡 須恵器
2 基礎物理学研究所 l，228m' 中世・近世道路 縄文土器、土師器 平成5年
古代溝、土器溜 緑紬・灰紬陶器
黒色土器
3 理学部校舎 650m' 縄文晩期埋没林 縄文土器 昭和53年
4 理学部校舎 737m' 縄文晩期埋没林 縄文土器、土師器 昭和58年
緑粕陶器
J 実験排水施設 787rrt 縄文住居跡 縄文土器、土師器 昭和57年
中世土坑
6 農学部校舎 800m' 縄文土器 昭和49年
7 農学部校舎 800m' 縄文土器 昭和49年
8 農学部校舎 900m' 縄文晩期土墳墓 縄文土器、土師器 昭和51年
瓦
9 農学部校舎 803m' 中世・近世水田、溝 土師器、陶磁器、瓦 昭和57年
10 農学部校舎 618m' 土坑、河川 縄文土器、土師器 昭和62年
須恵器
11 理学部植物園 400m' 縄文後期褒棺 縄文土器 昭和48年
-配石遺構
12 理学部校舎 500m' 弥生中期方形周溝墓 弥生土器 昭和53年
中世火葬塚 土師器、瓦
13 実験排水施設 272m' 古代建物、近世瓦溜 土師器、陶磁器、瓦 昭和56年
14 理学部校舎 600rrt 弥生土器、石器 昭和47年
15 理学部校舎 l，323m' 古代溝、中世土坑 土師器、陶磁器 平成5年
噴砂
16 理学部校舎 l，433m' 古代埋納遺構 土師器、陶磁器 平成4年
土器溜、近世壕 桟瓦、銭貨
噴砂
17 工学部校舎 l，120m' 近世白川道 土師器、陶磁器 昭和55年
中世土器溜 瓦、弥生銅銭
井戸、建物 石器
18 工学部校舎 500m' 近世白川道 土師器、陶磁器 昭和53年
銭貨
19 工学部校舎 l，604rrt 中世土坑 縄文土器、土師器 昭和62年
近世道路 陶磁器
20 文学部校舎 929m' 中世集石土坑・井戸 土師器、青磁、瓦 平成5年




地点 調査地区 調査面積 主な遺構 主な遺物 調査年度
22 工学部校舎 1，074m' 弥生河川 弥生土器、土師器 平成5年
中世土器溜 石器
23 工学部校舎 890m' 中世壊、建物 土師器、須恵器 昭和57年
瓦器
24 実験排水施設 400m' 奈良後期竪穴住居 土師器、須恵器 昭和54年
中世土墳墓 白磁
近世道路
25 教養部校舎 599m' 中世・近世溝 土師器、近世陶磁器 昭和61年
26 教養部校舎 750m' 土師器、陶磁器、瓦 昭和48年
27 吉田食堂 1，716m' 古墳 縄文・弥生土器 昭和56年
古代党鐘鋳造遺構 土師器、須恵器
中世門、溝、墓 鋳型、溶解炉
28 人間・環境学 3，800m' 弥生水田、古墳 縄文・弥生土器 平成5年
研究科校舎 古代党鐙鋳造遺構 土師器、陶磁器
鋳型
29 医学部校舎 2，776m' 中世井戸、溝 土師器、陶磁器 昭和54年
土器溜 瓦、石器
30 放射線生物 963m' 中世井戸、土取り穴 土師器、須恵器 昭和58年
研究センター 瓦器
31 放射線同位冗素 331m' 近世土取り穴 土師器 昭和61年
総合センター 陶磁器
32 医学部校舎 1，200m' 中世溝、土器溜 土師器、陶磁器、瓦 昭和52年
井戸
33 医学部校舎 1，920m' 中世井戸、土取り穴 土師器、瓦器、鋳型 昭和59年
中世党鐘鋳造遺構
34 医学部校舎 1，950m' 中世建物、土器溜 土師器、瓦器 平成4年
溝、井戸 陶磁器、漆器
35 附属病院研究棟 3，000m' 井戸、近世土取り穴 土師器、近世陶磁器 昭和60年
鋳型
36 附属病院病棟 4，295m' 井戸、近世土取り穴 土師器、近世陶磁器 昭和60年
37 附属病院病棟 2，495m' 中世土坑・溝 土師器、瓦、陶磁器 昭和63年
38 附属病院研究棟 863m' 近世池、井戸、野壷 縄文土器、蓮月焼 昭和59年
39 医療技術短大校舎 1，028m' 中世井戸、溝、土坑 土師器、瓦器、白磁 昭和57年
40 医療技術短大校舎 2，200m' 古代・中世溝、池 土師器、陶磁器、瓦 昭和51年
土器溜
41 医療技術短大校舎 800m' 古代議岸、中世溝 土師器、陶磁器、瓦 昭和52年
井戸
42 ウイルス研究所 805m' 近世井戸・野壷 土師器、陶磁器、瓦 平成冗年
-概列



















































































































査報告』として昭和53(1978)年、 56(1981)年、 60(1985)年と平成 3(1991)年
に各1冊、計4冊を刊行している。また、これらの資料を中心とした研究成
果は前述の年報に紀要編を設けて発表している。その他個々の発掘調査の終
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了時には、学内の教職員学生およぴ一般市民を対象として、現地でその成果
の説明会を行っている。
過去約20年間にわたって蓄積してきた調査資料は、全国の調査機関や研究
者から調査研究や見学の希望が多く、常に資料の提供ができるよう配慮して
いる。昭和63(1988)年から本部構内の尊撞堂を当センター資料室として利用
できることになり、これら多数の資料を保管すると同時に展示をして、学
内、学外の人々が観覧できる場を設けることができるようになった。尊棲堂
は、品川弥二郎によって保管されていた吉田松陰の遺墨類を、京都帝国大学
が管理することとなったのを機に、明治36(1903)年現在の教育学部の南側に
当たる住置に建築された建物であり、昭和14(1939)年に附属図書館新築のた
め、本部構内西門の南側に移築された。尊f裏堂建設に至った経緯や建築様式
については、『京大広報.1No.112と『京都大学建築八十年の歩み』に詳しく
紹介きれている。改修に当たっては、資料室としての活動に必要な照明や給
排水施設を新たに設けたものの、歴史的建物としての価値を損なわぬよう、
外装および天井の円形浮き彫り装飾や鉄製シャンデリアなど、建物全体の外
観や装飾などは従前のままに残して、破損部の修理と補強にとどめている。
資料室のうち主室の広間には、過去の調査に
よる出土品の主なものを展示し(写真43-6)、
4つの小室は、関連資料の保管や写真用暗室
などに利用できるようになっている。展示資
料には、北部構内で発見された縄文時代の聾
棺墓に用いられた土器、和歌山県の理学部F付
属瀬戸臨海実験所構内で出土した、古墳時代
から奈良時代の塩作りに使った土器、あるい
は病院構内で出土した江戸時代の歌人大田垣
蓮月の子になる陶器類などがある。また同時
に、調査に当たって関連諸分野の協力を求め
て行った、出土木材の樹種同定や地磁気によ
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第4節研究活動の現状
る年代測定の紹介のほか、コ ンビューターによる調査データの解析、土器の
作られた場所を同定する材質分析、重要遺構の保存修景方法やその実施例な
ど、当センターで開発、研究を行っている内容を紹介するコーナーも設けて
いる。
このように埋蔵文化財研究センターでは、個々の調査に基づいて研究方法
の開発や発掘調査への応用を試みており、調査・計測の方法だけでなく遺物
の分析や遺構の保存・修景など総合的な調査研究を進め、京都大学構内に残
る埋蔵文化財の有効な活用を目指している。
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